
 
 

News Letter
　このニュースレターでは学生達の活躍、講義や実習の様子、学科の取り組み、動物豆知識などを紹
介します。獣医保健看護学科に興味を持ってくれた高校生の皆さんとのコミュニケーションツールに
なればと思っています。
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　2025年3月23日、今治市と西条市で大規模な山火事が発生しました。 
火災は広い範囲の山林を焼き、4月14日にようやく鎮火が確認されました。
このとき、本学の今治キャンパスは「同行避難所」として開設され、体育館
に3世帯7人と11匹の猫が避難しました。避難生活は4日間にわたりました。 
「同行避難」とは、災害時にペットと一緒に避難することです。 
これまで地震や大雨を想定することが多かった中、大規模火災による避難も
想定すべきだと実感しました。 
　一方で、「避難場所があることを知らなかった」「知っていれば早く来た

研究テーマ：獣医療におけるインフォームド・コンセント 

大学の先生たちがどんな研究をしているのか  “のぞき見”

Q1　その内容に取り組もうと思ったのはなぜですか？ 
　インフォームド・コンセントとは簡単に言えば治療についての説明と同意のことを言います。インフォーム
ド・コンセントは動物の医療においても必要とされていますが、その法律上の根拠が明確でないため、この問
題について研究することにしました。  
Q2　どのようなことが分かりましたか？ 
　動物の種類により根拠が異なることが分かりました。犬や猫のようなペットの場合には、飼い主の
ペットに対する愛着が根拠になります。しかし牛や豚のような家畜の場合には、飼い主が家畜を販売
することによって得られる利益が根拠になります。 

【ライフサイエンス分野：渡邉 剛央】 

Q3　今後の目標はなんですか？ 
　動物の医療においては未解決の法律問題がたくさんあります。例えば愛玩
動物看護師は診療の補助を行うことができます。しかし診療の補助として具
体的に何ができるのかは明確になっていません。こうした未解決の法律問題
を解決していきたいです。  
Q４　高校生へメッセージ 
　愛玩動物看護師は、診療の補助という一般の人ができないことができると
いう特権を持っています。大学では専門知識を修得することに目が行きがち
ですが、ルールを守り与えられた特権を社会のために用いるという高い倫理
観も身につけてほしいです。 

のに」との声もあり、避難所の存在や情報の伝え方について課題も見えてきました。 
　また、猫たちは慣れない環境に戸惑い、食事ができない子も見られ、それを心配する飼い主さん
たちも強い不安や疲れを感じていた様子でした。そうした「ことばにできない不安」を抱える動物を
見守り、寄り添う飼い主さんの気持ちに耳を傾けること―まさに動物看護の視点が求められる場面
でもありました。 
　岡山理科大学獣医学部では、今治市・愛媛県獣医師会と連携し、災害時の動物救護活動に関する
協定を結んでいます。今治キャンパスは「同行避難所」に指定されており、今後も、自治体や関係機
関と連携しながら、人と動物の安心につながる支援や環境づくりに協力していきます。

山火事と「同行避難」　今治キャンパスが避難所に 
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　その名も「寧絆創会（ねいはんそうえ）」　 
　この名称は、卒業記念パーティーの名前である「寧絆翔会（ねいはんしょうえ）」にちなんで名付
けられました。「寧絆翔会」は、1期生の卒業時に吉川前学部長が名付けたもので、新型コロナの影響
によりさまざまな制限の中で学生生活を過ごすことになった学生たちに向けて、「仲間との絆を胸
に、穏やかに、そして力強く社会へ羽ばたいてほしい」という励ましと願いを込めて贈られた名前で
す。この想いはその後の卒業生たちにも受け継がれ、学生たちの旅立ちを彩る、大切な言葉となって
います。 
　今回の「寧絆創会」には、その想いを引き継ぎながら、大学生活をスタートさせたばかりの新入生
たちに向けて、「友人や先輩と新しい絆を築き、不安なく、楽しい毎日を送ってほしい」という先輩
たちの気持ちが込められています。SCSの学生たちは、1年生のころに感じた不安や期待を思い出しな
がら、あたたかく迎える準備を進めてきました。 
　当日は、ピザや唐揚げ、お菓子などを囲んで自由に歓談したり、学年や教員が混ざったチームで
ゲームを楽しんだりと、和やかな雰囲気に包まれました。100名以上が参加し、学年や立場を超えた
交流が自然と生まれ、会場のあちこちで笑顔が見られました。はじめは緊張していた新入生たちも、
先輩や教員と話すうちに表情がほぐれ、楽しそうに過ごす様子が印象的でした。 
　

先輩たちが企画！新入生歓迎の「寧絆創会」 
　学科の広報担当教員と連携しながら、学科の魅力を
一緒に発信してくれるスチューデント・キャンパス・
サポーター（Student Campus Supporter：SCS）の学
生たちが中心となり、新入生と2～4年生、大学院生、
そして教員との交流会を企画しました。 
　入学したばかりの新入生たちが安心して大学生活を
スタートできるよう、先輩たちがアイデアを出し合
い、準備を重ねてきたイベントです。今回のように先
輩たち自身が企画・運営を担った新入生歓迎会は初め
ての取り組みとなりました。 


